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氏 名 受入教官 研究課題 招へい期間




氏 名 受入教官 研究課題 招へい期間
ⅠverH.` 松沢哲郎 チンパンジー の 6.5.18
Iversen 知性の比較認知 ～
科学的研究 6.8.15





氏 名 受入教官 研究課題 招へい期間
















氏 名 受入教官 研究課題 受入期間




氏 名 受入教官 研修題目 研修期間






芝原総手 大帝秀行 配偶者選択の遊 6.4.1
化的忠義と社会 ～
構造 7.3.31
竹中晃子 竹中 修 霊長矧 こ兄いだ 6.4.1
されたPl17 -
遺伝子について 7.3.31
小高 泰 三上章允 前頭葉における 6.4.1
情報処理機構 ～
7.3.31
山下 番 野崎兵澄′霊長類における 6.4.1
､ プロラクチン分 ～
泌調節､ 7.3.31
日上耕司 松沢哲郎 霊長類の相互交 6.4.1
渉に関する実験 ～
心理学的研究 7.3.31




氏 名 受入教官 研修題目 研修期間




氏 名 指導教官 研究項目 研究期間




柳原芳美 大淳秀行 霊長類等の社会 6.4.1
構造の研究 ～
7.3.31





氏 名 指帝教官 研究題目 研究期間





氏名 (所属) 坊間月 対応教官
MichaelM.Gunther.(Tho University of
Liverpool.UK) 1994.7.木村 賛














所) 1995.2. 国松 皇
帝 惜栄 [ⅩueShunrong](中国雲南省地質科学
研究所) 1995.2. 国松 豊
































Remy Lestienne(CNRS Washington Office,
USA) 1994.4.久保田 競
J. Dayid Cooke (University of Western
Ontario,Canada) 1994.4.久保田競




















代 表 者 :庄武孝義
分 担 者 :森 明雄,松林清明,平井啓久 (霊長






期 間 :1994年度 (1991年～)
主たる研究対象 :ケニア霊長類
相手国と研究地 :ケニア








期_ 間 :1994年度 (1989年～)
代 表 者 :庄武孝義
共同研究者 :ILRAD(国際獣疫研究所)
招へい者 :蛭海啓行 (mRAD細胞生物学研究部)

































分 担 者:松沢哲郎､山越言 (霊長研)､横田直
人 (大分短大)､外岡利佳子 (名古屋
大)､ Jeremy Koman(Laboratoiro

























相手国と研究地:アメリカ合衆国 (ニュー ヨー ク)､
オランダ (7-ネム)
代 表 者 :松沢哲郎
分 担 者 :小嶋祥三､藤田相生､友永雅己 (正長
研)､H･テラス (コロンビア大学)















期 間 :1994年皮 (1994年～1995年)
主たる研究対象:スラウェシマカタ頬
相手国と研究地:インドネシア
代 表 者 :竹中 修
分 担 者 :汝辺邦夫.後藤俊二.藤田和生,川本
芳 (霊長研).浜田 穣 (岡山理科
大)､BambangSuryobroto(ボゴー
ル見料大)































Development. and Control in Primate
Loomotion
1995年7月24日から29日まで､愛知県犬山市福
祉会館において京都大学霊長類研究所主催の上記
国際シンポジウムが開かれた｡霊長類は他の一般
四足噴乳頬と移動運動様式において異なることが
明らかになってきている｡とくにその個体発達と
制御は現在の緊急な課題である｡近年の研究開発
を現在の時点で討議するために､第15回国際霊長
類学会 (lps)大会プレコングレスシンポジウ
ムとしてこの会議が開かれた｡7ヶ国51名の参加
者があった｡開催には文部省国際シンポジウム開
催経史の他､井上科学振興財団､大事財団､犬山
市の援助をうけた｡
シンポジウムは1.比較研究､2.発達研究､3.機
械的制御､4.神経制御の4セッションに分けて行
われた｡
第1セッション比較研究｡化石の証拠を現生の
モデルからいかに阜らえるかを､特に中新世類人
猿化石を材料として討論された｡新しい技法によ
る詳細な研究がロコモーションモデルを構築でき
ることが示された｡また従来研究の少なかった背
筋構築に付いての詳しい成果が発表された｡
~第2セッション発達研究o筋骨格系ロコモーショ
ンパタンの個体発達が調べられた｡特にヒト二足
歩行の獲得過程と関係して､類人猿の二足歩行の
個体発達についての議論が集中した｡類人猿の二
足歩行個体発達がヒトのモデルとなりうる部分と
異なる部分との識別が行われはじめた｡
第3セッション機械的制御｡ロコモーションの
力学と､それに関係する体の大きさ､体節の物理
常数､筋の長さが論じられた｡実際のヒトがいか
にうまく歩行するかは､羊のような力学的パラメー
タの調節の上にあることが示された｡また特異な
テーマとして呼吸と運動との関係が論ぜられ､息
こらえによる上肢支持が霊長類の樹上生活内適応
的進化をもたらしたことが示された｡また尾の意
義が討議された｡
第4セッション神経制御｡神経筋単位､小脳運
動中枢の比較解剖学的研究がまず発表された｡次
いで運動の神経制御の新しいモデルが発表され､
その有効性について議論が行われた｡最後に歩行
強調運動の神経制御について､網様神経系の詳細
な研究の紹介､ヒトの二足協調運動と呼吸､心拍
との関係が発表された｡脳損傷サルの研究により､
サルの協調運動は一般四足獣と異なる可能性が示
唆された｡神経制御の問題はなお今後の展開が必
要であることが合意された｡ ノ
このシンポジウムの成果については1994年8月
にイッ ドネシアバリ島で開かれた第15回IPS大
会でまとめの発表を行った｡本論文は1996年度中
にFoliaPrimatologicaの特別号として印刷発表
の予定である｡
(文宜:木村 賛)
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